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北
野
異
人
館
街

神
戸
の
名
だ
た
る
観
光
潟
所
、
北
野
。
血

ち
並
ぶ
異
人
館
の
建
物
の
セ
ン
ス
の
良
さ
を

じ
っ
く
り
と
。
た
だ
通
り
い
っ
ぺ
ん
に
異
人

館
を
兇
て
Ｍ
る
だ
け
で
な
く
、
少
し
脇
道
に

そ
れ
て
み
よ
う
。
略
地
に
は
過
去
、
そ
し
て

現
在
の
異
国
情
緒
が
交
じ
り
あ
う
濃
密
な
空

気
が
感
じ
ら
れ
る
。
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フェニックスブラザは三宮の

中心市街にあって便利
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蕊琴塞
震災メモリアルパークに残る

露災の傷跡は今でも痛々しい
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フ
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一
再
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（
阪
神
・
淡
路
震
災
復
興
支
援
館
）

被
災
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
と
も
い

え
る
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ
。
震
災
に
関
す

る
阿
書
類
を
備
え
た
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
や
、
セ

ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
け
る
多
Ⅱ
的

室
な
ど
も
設
磁
し
、
被
災
片
の
碓
活
間
挫
に

向
け
て
の
各
種
支
援
情
報
を
は
じ
め
、
被
災

者
支
援
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
交
流
、
学
習
の
拠

点
と
な
る
。
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美
し
く
整
備
さ
れ
た
海
の
入
り
川
メ
リ
ケ

ン
波
止
場
に
そ
こ
だ
け
、
一
九
九
五
年
一
月

十
七
Ⅱ
の
ま
ま
で
時
間
が
止
ま
っ
た
場
所
が
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１
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蓮

あ
わ
じ
花
さ
じ
き

大
阪
湾
と
瀬
戸
内
海
を
見
下
ろ
す
パ
ノ
ラ

マ
に
咲
き
乱
れ
る
四
季
の
花
々
。
青
く
広
が

る
空
は
訪
れ
た
人
々
を
吸
い
込
ん
で
い
き
そ

う
な
ほ
ど
、
大
き
い
。
淡
路
島
の
新
鮮
な
農

産
物
や
花
の
即
売
も
行
わ
れ
て
い
て
、
「
花
の

島
」
淡
路
が
ぎ
っ
し
り
と
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
。
「
保
存
ゾ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
る
そ
の
場

所
で
は
、
改
め
て
震
災
の
大
き
さ
、
自
然
の

脅
威
が
実
感
で
き
る
。
「
復
興
ゾ
ー
ン
」
で
は
、

神
戸
港
の
被
災
状
況
、
復
興
計
画
等
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
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世
界
最
長
の
吊
り
橋
の
完
成
で
淡
路
島
も

川
国
も
驚
く
ほ
ど
近
く
な
っ
た
、
と
い
う
こ

と
を
一
度
通
っ
た
人
は
誰
で
も
感
じ
る
だ
ろ

う
。
約
百
Ⅱ
十
メ
ー
ト
ル
の
柵
桁
部
分
が
川

廊
と
な
っ
た
「
群
子
海
上
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」

も
ぜ
ひ
、
お
す
す
め
。
人
間
の
技
術
の
進
歩

は
こ
こ
ま
で
来
て
い
る
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
夜
の
大
橋
の
眺
め
も
新
た
な
ス
ポ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
る
。
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都
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〃
コ
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ョ
ン
都
市
の
形
成
〃

を
基
本
理
念
に
、
自
然
の
回
復
作
業
や
、
防

災
機
能
を
持
っ
た
施
設
を
目
指
す
淡
路
島
国

際
公
園
都
市
は
、
来
年
の
淡
路
花
博
・
ジ
ャ

パ
ン
フ
ロ
ー
ラ
２
０
０
０
の
会
場
と
も
な
る
。
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甲子園球場４つ分の敷地に250万本の花というスケールの大きさ、あわじ花さじき

淡
路
景
観
園
芸
学
校

生
活
と
共
存
す
る
自
然
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
で

は
「
景
観
園
芸
」
を
通
し
て
園
芸
・
造
園
界

の
新
し
い
展
開
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
キ
ャ

リ
ア
を
学
ぶ
。
花
と
緑
に
囲
ま
れ
た
キ
ャ
ン

パ
ス
に
は
壁
も
門
も
な
い
。
学
外
者
で
も
自

由
に
散
策
で
き
る
オ
ー
プ
ン
な
キ
ャ
ン
パ
ス
。
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自

然
と
の
コ
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ニ
テ
ィ
を
創
造
す
る
。
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食
の
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マ
パ
ー
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し
て
睡
っ
た
１
．
ア
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レトロな空間にノーマンロックウェルの作品。

アメリカの古きよき時代がアルファビアにはある

学外者にもその魅力を味わえるようにと、

淡路景観間芸学校には門も塀も造られていない

一
一
一

整備が進む淡路花博「ジャパンフローラ2000」の会場

ノ
ー
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・
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
や
、
ス
ペ
イ
ン

の
天
才
画
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、
Ｊ
・
ト
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ン
ッ
・
リ
ャ
ド
の

作
品
か
ら
な
る
ア
ー
ト
の
ミ
ュ
ー
ジ
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ム
と
、

淡
路
の
食
材
を
豊
富
に
使
っ
た
イ
タ
リ
ァ
ン

レ
ス
ト
ラ
ン
に
き
っ
と
お
腹
も
心
も
満
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に

な
れ
る
は
ず
。
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なかうえい

く行動美術協会会員〉

神戸市灘区在住

美しい空、永遠の愛を歌うメキ

シコの民謡「シェリト・リンド」

に触発されて、未知なる魅惑の世

界を表現しようと試みて、三十年

以上が経つ。

果てしない、終わりのない壮大

なスペースに向かって飛び立った

のだが、今は、小宇宙をさまよう

一一楽しさよ･

詞ⅢIillllllll州|||||||llllllll辰

kM-1SinsireetgalIery<123〉

シェリト・リンド

臼壷
一ＪＩ

関丙両宮信用金庫
神戸市中央区下山手迩丁目12-3〒650今００１１

PHONE(07B）332ｓ151（代ｊＦＢｘ（078）B33gB74

】

一アート＆クラフト'９岸

第９回中右瑛

ふれあいウェーフーベイシティバンク

生田新道に面したストリートギャラリー

■

“ベイシティバンクかんしん”

は「共感・対話．信頼」を企業

理念として、地域の文化．芸術

の育成に努めております。

この“かんしんストリートギ

ャラリー”も芸術の香りをほの

かに漂わせたアートスポットと

して、本年は「アート＆クラフ

ト'99」と題したシリーズで様々

な作品を紹介してまいります。
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卜

Ｉ

ボルボネーゼ秋冬物コレクションが入荷いたしました。

バック、ウェアに新しいカラーが加わり、

新たなスタイルの提案をさせていただきたいと

スタッフー同、皆さまのご来店をお待ちしております

神戸市中央陳＝室町2丁目6-1TEL､391-6806

〉

岩一■r

伽蕊噸治,6年③蕊柴田音吉商店
本店神戸元町本逝汀目アーケード南TEL341-1161

東京店転マ帝国ホテルア岩ケーH内ＴＥＬ3503-7973

神戸市中央灰完町通2丁目5-11TF1RQ1-1710

戸

神戸市中央灰三富町3丁目1-6ＴＥＬ331-2168

●Ｐ

.‘陰.ﾙＰ
一号三

蕊LｌｚＡ
手づくり
お眺え紳士服

７

乱

鰯BＯＵＴｌＱＵＥ 垂。
弾

☆婦人帽子

、尽奄、cムラく･、､ぐく、
マ寿シシ

神戸市中央区北長狭通2丁目6-13(トアロード）

ＴＥＬ331-6711全国有名百貨店婦人帽子売珊

危〃

Ｉ

Ｉ一Ｉ

☆伝わる真どころ最高の風格

神戸ｼｬﾂ
神戸市中央区元町通3-2-18
ポルポ店TEL､391-0014
ビアンコ・ドンナ店TEL.391-4601
(クーカイ店）

一旦Ｉ
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t乍包二二

影〆ニ
ュ
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ｉ
側撮影/淵

★神戸唯一のポルポネーゼトータルブティック★よろず御槻衣紙上虎

ＫＯＢＥＥＸＣ屑『.r,ＥＮｒＳＨＯＰ

｜…蔑

:田英男

卜

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



5１

結婚特集

KOBE流ＷＥＤＤＩＮＧ
パールプリンセスが魅せる

ＰｅａｒｌＢｒｉｄｇｅＷｅｄｄｉｎｇ

愛のデュエット

神戸っ子ウエディングアルバム

旧居留地から始まる新しい恋のかたち

ヨーロッパ流ブライダルメイク

KOBECCO
月刊神戸っ子g月号

Ｎ９４６０
ＳＥｐＴＥＭＢＥＲ'９ｇ

これは神戸を愛する人々の雑誌です

あなたのくらしに楽しい夢をおくる

神戸を訪れる人にはやさしい道しるべ

これは神戸っ子の心の手帖です

表紙／元永定正「だえんはきいるでしるぼかし」

鐙

唾

西田真人「照」

２
４
７
８
０
１
２
４

３
３
３
３
４
４
４
４

６
８
９
０
７
０
１
２
５

４
４
４
５
６
７
７
７
７

神戸のお嬢さん松原尚美井口彩子

私の意見「神戸商工会議所会頭就任にあたって」大庭浩

ＫＯＢＥ.ＣＣＯ、９９うすいひろこ吉村シュークリーム

コウベスナップ

ある集い神戸“アスリートタウン，，クラブ神戸武夷登山会

竹久夢二四つの恋のものがたり

｢最初の恋・未亡人タマキとの出会い」中右瑛

亀井一成のスームインズー「ゾウ諏訪子(56才)最後の歯に生きる！」

はるにゃんのＨＹＯＧＯＷＡＬＫ「介護保険制度について」

神戸を福祉の街に「胎児の生命をサポートする円ブリオ神戸」橋本明

有馬歳時記｢ボランティア活動を通して兵衛向陽閣風早茎子さん」

地域文化論「神戸と東山魁夷先生」佐野漣箕

トアロードまちづくり「ガラスショップ『トアデコ』１周年」

アジア．レポート「光り輝く島スリランカ」近藤直子

ダウン誌おすすめの旅｢鎌倉・報国寺の日曜座禅会」

神奈川中央新聞社リベルタ

エ房ルポ｢次世代をになう菓子づくりの若い職人」福元早夫

インタビュー「華麗なバトンで世界の舞台に挑む」稲垣正司

神戸っ子倶楽部通信ホテルオークラ神戸神戸同月堂

おなじみプロフェッサーＰの研究室岡田淳

啓介いろは歌「母さんいろは歌」今井啓介／ヤジマンガ9909

ぴっといんサンテ元町ケーキクラブ彩オールウェイズ

ひとの味、料理の味「チャイナキッチン白倦」王柏林

ポケットジャーナル

小関みか子のＴＡＳＴＹゴルフ「よみうりカントリークラブ」

愛読者プレゼント

イベント＆チケットプレゼント「もだかる9909」

海岸線、西へ。「船渠」木村光理

海船港「港島トンネルを歩く」

北野ホットニュースバールプランゾ北野台所

神戸百店会三宮写真室インテリアイリフネ

神戸うまいもん＆ドリンキングサンマルク百済

タカラヅカ対談「演劇の本質は不自然を自然に変えること」

剣幸vs笹部博司
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酔眼流旅日記｢おi区しのむずかしさ」
村松友覗絵=灘本唯人
７０

神戸25日寺・彼と彼女のアストロジー

｢ライオン・クイーン」
玉岡かおる絵＝高漬浩子

待望の神戸空港着工へ

笹山幸俊小室豊允
Ｖ
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推薦者住野和子
補FYMCAクロスカルチュラル
センタープログラムディレクター

松
原
尚
美
さ
ん

神
戸
の
お
嬢
さ
ん

伝
統
と
近
代
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
魅
力

＝

ｊｐ
堂

三
Ｑ
Ｑ
の
ヨ
○
房
の
二
①
Ｑ
①
六
○
ぴ
①

~

旧居留地にて撮影／米田定蔵

斑＝‐“：欝怠汁

尚
美
さ
ん
は
緑
豊
か
な
六
甲

山
麓
で
、
ご
両
親
と
共
に
明
る

い
近
代
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
満
喫
し
、
学
び
、
仕
事
を
さ

れ
て
い
る
生
粋
の
神
戸
っ
子
。

神
戸
松
蔭
女
子
短
期
大
学
で

服
飾
を
専
攻
さ
れ
、
生
来
の
手

先
の
器
用
さ
で
友
人
た
ち
と
ウ

エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
を
合
同
制
作

し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
企

画
し
た
り
、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ

ス
の
変
遷
や
デ
ザ
イ
ン
を
研
究

し
て
英
国
を
廻
っ
た
凝
り
性
の

一
面
も
あ
り
ま
す
。

四
月
の
当
セ
ン
タ
ー
主
催
の

国
際
寺
子
屋
展
の
民
族
衣
装
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
は
北
欧
、

メ
キ
シ
コ
、
イ
ン
ド
な
ど
の
モ

デ
ル
た
ち
に
交
じ
っ
て
、
江
戸

時
代
の
桃
割
れ
髪
を
再
現
し
た

美
し
い
振
袖
姿
で
満
場
の
喝
采

を
博
さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
神

戸
の
伝
統
と
近
代
性
を
融
合
し

た
魅
力
的
な
お
嬢
さ
ん
で
す
。

廿
小

Ｆ
ｄ
《
‐
卜
ｒ
ｌ
Ｊ
『
Ｉ
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Ｚ

ポートアイランドにて撮影／米田英男

推薦者山下宗栄
表千家

井
口
彩
子
さ
ん
諜
真
珠
樵
式
会
社
勤
務
）

さ
わ
や
か
さ
を
運
ぶ
笑
顔

神
戸
の
お
嬢
さ
ん

三
Ｑ
Ｑ
の
ヨ
○
一
吊
二
の
Ｑ
の
六
○
び
の

彩
子
さ
ん
は
今
年
の
三
月
に

甲
南
女
子
大
学
を
ご
卒
業
さ

れ
、
四
月
か
ら
森
真
珠
株
式
会

社
に
お
勤
め
で
す
。
ご
縁
が
あ

り
ま
し
て
、
お
姉
様
と
茶
華
道

の
お
稽
古
に
お
い
で
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
ご
姉
妹
は
今
日

の
時
代
を
か
け
離
れ
た
天
性
の

温
情
と
で
も
申
し
ま
す
か
、
誠

に
お
し
と
や
か
で
近
代
性
に
富

ん
だ
お
嬢
さ
ん
で
す
。

彩
子
さ
ん
は
社
内
で
も
、
ま

た
お
客
さ
ま
に
対
し
て
も
、
た

い
へ
ん
評
判
が
よ
い
と
お
聞
き

し
て
お
り
ま
す
。
「
子
を
見
て

親
を
知
れ
」
と
言
う
こ
と
わ
ざ

が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
両
親
様

は
さ
ぞ
ご
立
派
な
ご
家
庭
に
大

事
に
お
育
て
に
な
ら
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

今
は
、
社
会
生
活
に
も
慣
れ
、

毎
日
が
楽
し
い
と
お
っ
し
ゃ
る

素
敵
な
お
嬢
さ
ん
で
す
。
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笹
山
都
心
型
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
三
宮

か
ら
空
港
ま
で
約
焔
分
。
そ
う
い
っ
た
空
港

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
神
戸
は
港
湾
都
市
で
す

が
、
時
代
と
と
も
に
物
の
流
れ
が
変
わ
る
。

人
の
動
き
も
変
わ
る
。
街
の
椛
造
も
そ
れ
に

よ
っ
て
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
で
す
か
ら
今
ま

で
な
か
っ
た
も
の
を
つ
く
っ
て
、
こ
ち
ら
か

ら
変
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
ん
で
す
。
早

く
基
盤
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。

小
室
や
っ
ぱ
り
都
心
型
の
空
港
で
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
ね
。

笹
山
神
戸
空
港
を
核
に
し
て
「
集
客
都
市
」

「
医
療
産
業
都
市
」
「
情
報
文
化
都
市
」
と
し

て
の
神
戸
が
、
互
い
に
リ
ン
ク
し
あ
う
よ
う

な
街
づ
く
り
を
と
考
え
て
い
ま
す
。

街
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
て

都
市
間
競
争
に
勝
つ

小
室
と
く
に
神
戸
は
以
前
か
ら
「
集
客
都

市
」
と
い
う
も
の
を
Ⅱ
指
す
べ
き
だ
と
い
う

こ
と
を
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
い
ま
は
世
界

的
な
都
市
間
競
争
の
時
代
に
入
っ
て
ま
し
て

ね
。
私
た
ち
で
も
、
夏
の
バ
カ
ン
ス
を
ど
こ

で
過
ご
そ
う
か
、
と
か
考
え
る
。
や
っ
ぱ
り

魅
力
の
あ
る
都
市
に
行
き
ま
す
ね
．

笹
山
当
然
で
す
ね
。
で
す
か
ら
街
の
魅
力

を
高
め
る
仕
事
を
や
っ
て
い
き
た
い
。
神
戸

は
、
海
か
ら
見
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
も
う
、

世
界
有
数
で
す
ね
。

６
月
塑
日
、
運
輸
大
臣
が
神
戸
空
港

の
埋
め
立
て
を
認
可
。
着
工
時
期
は
、

今
年
９
月
中
旬
の
予
定
で
、
震
災
か
ら

柏
年
目
に
当
た
る
２
０
０
５
年
の
完
成

を
め
ざ
す
。
今
回
、
笹
山
幸
俊
神
戸
市

長
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
神
戸
空
港
を
核

と
し
た
街
づ
く
り
に
つ
い
て
お
話
を
お

伺
い
し
た
。

神
戸
空
港
か
ら
始
ま
る

新
し
い
街
、
神
戸

小
室
震
災
か
ら
４
年
半
。
そ
し
て
も
う
間

も
な
く
虹
世
紀
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら

の
神
戸
を
ど
う
つ
く
っ
て
い
く
の
か
、
そ
れ

を
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
。
い
ち
ば
ん
の

話
題
と
い
え
ば
神
戸
空
港
。
運
輸
大
臣
の
埋

め
立
て
認
可
が
６
月
に
下
り
た
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

笹
山
そ
う
で
す
ね
。
長
い
道
の
り
で
し
た
。

小
室
こ
の
あ
と
ど
う
な
る
の
で
す
か
。

笹
山
今
年
の
秋
に
は
着
工
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
震
災
復
興
加
年

に
あ
た
る
平
成
Ⅳ
年
の
開
港
を
め
ざ
し
、
そ

れ
に
向
か
っ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

小
室
私
も
講
演
で
全
国
を
回
る
関
係
で
、

各
地
の
空
港
を
利
用
す
る
の
で
す
が
、
神
戸

空
港
は
、
ほ
か
の
空
港
と
比
べ
て
ど
う
い
う

特
色
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

の
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､唾、二 鍵

医
療
産
業
の
拡
大
・
充
実
で

次
代
を
拓
く

小
室
明
石
海
峡
大
橋
が
開
通
し
て
、
観
光

客
も
戻
っ
て
き
た
。
あ
の
あ
た
り
の
海
辺
も

ず
い
ぶ
ん
き
れ
い
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

笹
山
そ
う
で
す
ね
。
垂
水
か
ら
舞
子
、
そ

れ
か
ら
明
石
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
を
ず
う
っ

と
連
続
し
た
イ
メ
ー
ジ
で
復
元
し
よ
う
と
い

、

う
こ
と
で
、
事
業
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
数
年
し
ま
す
と
き
っ
と
一
変
し

ま
す
よ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
街
を
拠
点
に
、
形
を

整
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
へ
行
け
ば

何
か
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
。

小
室
た
だ
拠
点
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、

■
も

▲

同
時
に
「
医
療
産
業
都
市
」
と
い
う
も
の
を

提
案
し
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。

笹
山
も
と
も
と
神
戸
は
「
ス
ポ
ー
ツ
都
市
」

と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
お
る
わ
け
で
す
ね
。

子
ど
も
さ
ん
か
ら
高
齢
者
、
あ
る
い
は
障
害

者
の
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
、
体
力
と
年
齢
に

あ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
健
康
を
保
持
す
る

と
い
う
の
が
い
ち
ば
ん
よ
い
形
で
は
な
い
か

と
。
そ
れ
と
の
連
携
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
つ

な
が
り
の
あ
る
医
療
関
係
企
業
や
機
関
を
集

積
さ
せ
て
、
都
市
と
し
て
成
り
立
た
せ
よ
う

と
。
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
椛
想
を
出
し
て
、

具
体
化
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。

小
室
医
療
産
業
と
い
う
こ
と
で
い
う
と
、

例
え
ば
ア
メ
リ
カ
な
ん
か
に
行
き
ま
す
と
癌

な
ん
か
ち
っ
と
も
怖
く
な
い
。
医
療
ハ
イ
テ

ク
機
器
が
も
の
す
ご
く
進
ん
で
る
ん
で
す
よ

ね
。
そ
れ
と
、
ア
メ
リ
カ
で
は
平
均
入
院
日

数
が
４
日
か
ら
、
い
ま
３
日
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
な
ぜ
そ
ん
な
に
短
い
の
か
っ
て
い
う
と
、

実
は
ホ
テ
ル
に
住
み
ま
し
て
ね
。
検
査
の
時

期
な
ど
は
ホ
テ
ル
で
生
活
を
し
て
、
ど
う
し

て
も
集
中
的
に
お
医
者
さ
ん
の
管
理
が
い
る

と
き
だ
け
入
院
す
る
。
私
は
そ
う
い
う
シ
ス

テ
ム
が
神
戸
に
で
き
て
く
る
と
ね
、
ホ
テ
ル

産
業
な
ん
て
の
が
、
ま
た
活
気
づ
い
て
く
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
よ
。

笹
山
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
な
ん
て
、
そ
れ
に

近
い
形
を
も
っ
て
い
ま
す
ね
。
中
央
市
民
病

院
が
あ
る
、
近
く
に
ホ
テ
ル
が
あ
る
、
会
議

Lｇ

小室豊允学長笹山幸俊神戸市長

や
っ
ぱ
り
神
戸
は
三
宮
周
辺
が
魅
力
的
な
も

の
に
な
ら
な
い
と
。
神
戸
新
聞
会
館
や
、
や

っ
と
再
建
さ
れ
ま
し
た
け
ど
神
戸
国
際
会
館

が
被
災
し
て
、
ち
ょ
っ
と
寂
し
か
っ
た
で
す

か
ら
ね
。

笹
山
神
戸
国
際
会
館
が
建
ち
上
が
っ
て
、

地
下
鉄
も
入
っ
て
き
ま
す
の
で
、
期
待
を
込

め
て
街
を
も
う
一
回
再
生
し
よ
う
と
努
力
を

し
て
い
る
最
中
な
ん
で
す
○

小
室
な
ん
と
か
再
建
し
て
ほ
し
い
な
ぁ
と

思
う
の
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
跡
地
と
神
戸
新
聞
の

跡
地
で
す
。
何
か
計
画
が
お
あ
り
で
す
か
。

笹
山
え
え
。
い
ま
そ
れ
ぞ
れ
で
再
建
に
向

け
て
い
ろ
い
ろ
議
論
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
三
宮
周
辺
に
つ
い
て
は
、
新

交
通
や
地
下
鉄
、
パ
ス
が
集
ま
っ
て
き
て
い

る
の
で
、
駅
前
広
場
と
一
体
と
な
る
よ
う
に

で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
室
情
報
通
信
と
い
う
の
が
、
こ
れ
か
ら

の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
、
引
っ

張
っ
て
い
く
産
業
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
ん
で
す
が
、
私
が
最
近
、
関
西
復
権
で
提

案
し
て
い
る
の
は
ラ
イ
フ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

健
康
・
医
療
・
福
祉
。
こ
れ
が
産
業
と
し
て

非
常
に
大
き
な
比
重
を
占
め
る
と
言
っ
て
い

る
ん
で
す
。
市
長
も
「
情
報
文
化
都
市
」
と
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蕊

場
が
あ
る
、
と
い
う
形
に
な
っ
て
ま
す
か
ら
。

小
室
そ
れ
か
ら
神
戸
は
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
に
も
短
期
大
学
が
あ
り
ま
す
し
、
学
園
都

市
に
も
大
学
が
あ
り
ま
す
。
最
近
ア
メ
リ
カ

で
は
、
大
学
の
周
辺
に
退
職
し
た
お
年
寄
り

の
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
た
く

さ
ん
で
き
ま
し
て
ね
。
な
る
ほ
ど
考
え
て
み

れ
ば
大
学
に
は
、
お
年
寄
り
に
と
っ
て
い
ち

ば
ん
必
要
な
若
者
が
大
勢
い
る
、
生
涯
学
習

の
装
置
が
あ
る
、
ス
ポ
ー
ツ
を
や
ろ
う
と
思

え
ば
施
設
が
あ
る
。
だ
か
ら
自
然
と
お
年
寄

り
の
街
が
で
き
る
。
こ
れ
も
面
白
い
と
思
う

ん
で
す
。

笹
山
産
業
界
と
大
学
、
医
療
と
大
学
が
、

う
ま
く
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

小
室
神
戸
市
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
極
、

戸
市
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
種
、

シ
ー
ズ
が
あ
る
街
だ
と
思
う

ん
で
す
。
こ
れ
が
瓢
世
紀
に

な
っ
て
、
ど
う
う
ま
く
結
び

つ
い
て
い
く
か
と
い
う
の
が
、

ひ
と
つ
の
大
き
な
課
題
な
ん

で
し
ょ
う
ね
。

笹
山
私
も
そ
う
思
い
ま
す
。

小
室
テ
キ
サ
ス
の
ヒ
ュ
ー
ス

ト
ン
に
、
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ

ー
と
い
う
５
万
人
の
医
療
関

係
者
だ
け
の
街
が
あ
り
ま
し

て
ね
。
病
院
と
同
数
の
一
流

唯
ホ
テ
ル
が
あ
っ
て
、
先
程
お

だ嘘
話
し
し
た
よ
う
に
、
そ
こ
に

し認
泊
ま
っ
て
治
療
を
受
け
た
り

唾
す
る
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
の

し重
病
院
そ
の
も
の
が
ね
、
１
階

り永
に
高
級
毛
皮
店
が
あ
っ
た
り

街
す
る
。
ど
う
し
て
か
と
い
う

性
と
、
例
え
ば
奥
さ
ん
が
こ
れ

核謹
か
ら
手
術
す
る
。
早
く
治
り

露
な
さ
い
、
治
っ
た
ら
ミ
ン
ク

神

堂

罷蕊霊霞謹窪
小
室
あ
と
半
年
で
震
災
５
年
、
ひ
と
つ
の

区
切
り
で
す
ね
。
メ
モ
リ
ア
ル
関
連
で
は
何

か
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

雲
葵
を
乗
ｈ
越
え
て

創
拙
嶺
岨
に
謡
が
立
つ
錨
塑
戸

の
毛
皮
を
買
っ
て
あ
げ
ま
す
よ
と
（
笑
）
・
だ

か
ら
病
院
な
ん
て
の
も
れ
、
こ
れ
か
ら
ど
ん

ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
と
思
う
。
神
戸
は
、
そ

れ
に
ふ
さ
わ
し
い
感
性
を
も
っ
た
街
だ
と
思

い
ま
す
ね
。
そ
う
い
う
治
療
を
受
け
る
た
め

に
、
世
界
中
か
ら
神
戸
空
港
に
飛
ん
で
く
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
〃
癒

す
・
治
す
．
安
ら
ぐ
〃
と
い
う
の
は
神
戸
の

風
土
そ
の
も
の
で
す
か
ら
。

擢謹錘鴎

綴

７月23日、神戸空港着工決定報告会

笹
山
将
来
に
向
け
て
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ

ー
を
と
考
え
て
い
ま
す
。
展
示
機
能
と
研
究

機
能
を
あ
わ
せ
も
つ
施
設
に
し
た
い
と
。
い

ま
国
に
も
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
は
成
功
さ
せ
た
い
で
す
ね
。

小
室
震
災
と
い
う
大
変
な
不
幸
が
あ
り
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
神
戸
が
、
空
港
を
核
に
し

て
凪
世
紀
に
飛
び
立
つ
と
い
う
こ
と
で
。
市

長
、
ひ
と
つ
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
今
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
７
月
恥
日
、
神
戸
市
役
所
で
〉

④
神
戸
空
港
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
と
い
う
方
へ

神
戸
空
港
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

未
来
を
ひ
ら
く
神
戸
空
港

編
集
画
世
紀
の
新
し
い
神
戸
を
語
る
フ
ォ
・
ラ
ム

神
戸
空
港
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
は
じ
め
、
神
戸
っ
子

１
０
０
名
よ
り
神
戸
空
港
へ
の
期
待
・
夢
を
掲
載
。

定
価
恥
６
０
０
円
（
本
体
５
７
１
円
）

糾
漏
印
Ｂ
６
版
１
６
４
ペ
ー
ジ

お
申
し
込
み
皿
月
刊
笠
戸
っ
子

Ｔ
Ｅ
Ｌ
。
０
７
８
．
３
３
１
．
２
２
４
６
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竜母 〃

支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し

ま
す
。

神
戸
空
港
の
着
工
決
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、

誠
に
感
慨
深
く
、
こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ち
ょ
う
ど
今
か
ら
訓
年
程
前

に
、
大
阪
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
万
博
の
た
め

瓢
世
紀
型
の
モ
デ
ル
的
な
空
港
に

貝
原
俊
民
〈
溌
購
誕
設
協
雪
代
表
会
長
〉

神
戸
空
港
着
工
決
定
報
此
只
寓
よ
り

－詞=

「

け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
神
戸
の
個
性
を
生

か
し
、
人
、
物
、
情
報
が
活
発
に
交
流
す
る

魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
従
来
か
ら
、
時
代
の
変
化

に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
そ
の
都
度
、

周
辺
施
設
、
観
光
事
業
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都

市
、
ス
ポ
ー
ツ
都
市
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
多
種
機
能
型
の
都
市
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

新
し
い
時
代
に
対
応
で
き
な
け
れ
ば
、
街

は
衰
退
し
ま
す
し
、
街
の
空
洞
化
を
阻
止
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
多
彩
な
仕
事
を
提
供
し
て

い
く
た
め
に
は
新
し
い
産
業
の
基
盤
づ
く
り

が
必
要
で
す
。

ア
メ
リ
カ
に
行
き
ま
す
と
航
空
機
や
情
報

メ
デ
ィ
ア
を
使
い
早
く
動
い
て
、
早
く
情
報

を
つ
か
ん
で
、
早
く
仕
事
が
で
き
る
国
や
街

で
な
い
と
人
は
寄
り
付
か
な
い
と
い
う
の
が
、

一
貫
し
た
意
見
で
す
。

私
た
ち
神
戸
市
民
の
生
活
も
空
港
や
情
報

通
信
基
盤
の
整
備
を
着
実
に
行
い
、
い
か
に

早
く
情
報
を
つ
か
む
か
が
大
切
に
な
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
条
件
整
備
の
も
と

で
、
新
し
い
仕
事
を
作
り
、
新
し
い
人
材
を

養
成
す
る
街
を
神
戸
は
め
ざ
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

〈
７
月
銘
日
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
〉

復
興
は
、
単
に
元
の
姿
に
戻
す
と
い
う
わ

に
、
大
阪
国
際
空
港
の
拡
張
計
画
が
完
成
し
、

ジ
ェ
ッ
ト
機
が
飛
び
出
し
、
同
時
に
、
航
空

騒
音
が
大
変
な
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

時
か
ら
、
新
し
い
関
西
の
空
を
考
え
始
め
ま

し
た
が
、
粁
余
曲
折
を
経
な
が
ら
、
や
っ
と

神
戸
空
港
の
着
工
に
こ
ぎ
つ
け
た
わ
け
で
す
。

い
よ
い
よ
神
戸
空
港
の
着
工
と
な
り
ま
す

が
、
種
々
の
課
題
が
生
じ
る
の
は
当
然
の
こ
と

で
す
。
こ
れ
ら
を
一
つ
ひ
と
つ
解
決
し
な
が
ら
、

だ
れ
も
が
神
戸
空
港
を
つ
く
っ
て
よ
か
っ
た
と

実
感
で
き
る
よ
う
な
努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
こ
れ
か
ら
が
、
我
々
の
正

念
場
に
な
り
ま
す
。
一
段
と
気
を
引
き
締
め
て

行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皿
世
紀
は
「
環
境
の
世
紀
」
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
虹
世
紀
の
最
初
の
空
港
と
な

る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
神
戸
空
港
が
、
環

境
に
配
慮
し
た
世
界
の
モ
デ
ル
と
な
る
空
港

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
空
港
島
に
漁
礁
を
つ
く
り
、
市

民
が
魚
釣
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
空
港
に
し
て
は
ど
う
か
と
か
、
色
と
り
ど

り
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
よ
う
な
空
港
に
し
て

は
ど
う
か
な
ど
、
色
々
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
さ
に
、
班
世
紀
型
の
空
港
と
し

て
、
世
界
に
冠
た
る
神
戸
空
港
を
建
設
す
る

と
い
う
夢
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

空
港
が
新
し
い
仕
事
。
人
材
を
生
む

笹
山
幸
俊
〈
灘
蕊
建
設
促
進
協
雲
会
長
〉

神
戸
に
空
港
を
、
と
い
う
構
想
は
、
古
く

は
戦
災
復
興
計
画
基
本
方
針
に
遡
り
ま
す
。

当
時
の
関
西
に
お
ら
れ
ま
し
た
学
識
者
の
皆

様
方
か
ら
、
深
江
沖
に
空
港
を
作
り
な
さ
い

と
い
う
検
討
す
べ
き
事
項
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
印
年
以
上
を
経
過
し

ま
し
た
が
、
神
戸
空
港
計
画
は
、
昭
和
師
年

の
基
本
構
想
の
発
表
以
来
環
境
問
題
を
含
め

諸
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
真
剣
に
議
論
が

な
さ
れ
、
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
の
も
と

よ
う
や
く
今
日
、
着
工
決
定
ま
で
話
が
進
み

ま
し
た
。
こ
れ
は
関
係
の
行
政
機
関
の
方
々

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
近
隣
の
自
治
体
、
経

済
界
、
労
働
団
体
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
ご

て
、
夢
に
向
か
っ
て
皆
さ
ん
と
心
を
一
つ
に

し
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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（
神
戸
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
Ｐ
Ｒ
委
員
長
）

由
空
港
の
あ
る
街
づ
く
り
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

近
年
、
よ
く
情
報
発
信
と
い
う
こ
と
が
い
わ

れ
ま
す
が
、
ま
ち
と
し
て
受
信
機
能
を
備
え

て
い
な
け
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
や
情
報

を
と
り
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
も
と

も
と
神
戸
の
商
業
と
い
わ
れ
る
神
戸
フ
ァ
ッ

稲
原
作
次
郎

神
一
Ｐ
聖
港
は
神
戸
の
玄
関
に
な
る

神
戸
の
ま
ち
の
意
識
を
は
っ
き
り
と

い
感
性
や
神
戸
へ
の
思
い
が
、
培
わ
れ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
こ
の
部
分
が
絶
れ
る
と
、
神

戸
の
独
自
性
を
失
い
、
神
戸
の
使
命
は
終
わ

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
意
味
で
も
、
交
流
の
窓
口
と

な
る
神
戸
空
港
の
着
工
を
喜
ば
し
く
受
け
止

め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
国
内
空
港
に
と
ど

ま
ら
ず
国
際
線
の
機
能
を
も
っ
た
空
港
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
、
商
店
街
と
し
て
も
期

待
を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
、
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
５
番
街
に
つ
づ
き
、
ニ
ー
ス
市
の
商
店

街
と
姉
妹
提
携
を
結
び
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、

代
表
の
方
が
、
パ
リ
を
経
由
し
て
の
ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト
で
な
い
と
、
ニ
ー
ス
へ
来
ら
れ
な
い

と
こ
ぼ
さ
れ
ま
し
た
。
直
接
都
市
と
都
市
を

結
ば
な
け
れ
ば
、
意
味
が
な
い
と
言
う
ん
で

す
。
現
在
、
ニ
ー
ス
空
港
は
直
行
便
を
増
や

そ
う
と
、
拡
張
計
画
も
進
ん
で
い
る
と
聞
き

ま
す
。
震
災
で
も
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
が
、

容
器
が
あ
っ
て
ま
ち
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
人
々
の
思
い
や
情
念
が
ま
ち
を
つ

く
る
の
で
す
。
山
の
中
に
人
工
的
に
つ
く
っ

た
ま
ち
で
あ
れ
ば
、
簡
単
に
壊
滅
す
る
で
し

ょ
う
が
、
あ
の
喫
茶
店
で
恋
人
と
お
茶
を
飲

ん
で
い
た
と
か
、
あ
の
お
店
で
洋
服
や
靴
を

買
っ
た
と
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
が
積
み

重
な
っ
て
神
戸
の
ま
ち
は
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
〃
物
語
の
あ
る
ま
ち
〃
は
、
簡
単
に
滅

び
な
い
と
思
い
ま
す
。

三
宮
セ
ン
タ
ー
街
は
〃
神
戸
の
顔
〃
神
戸

の
長
男
坊
で
あ
る
と
い
う
責
任
が
あ
り
ま
す
。

お
客
さ
ん
へ
の
商
品
の
提
供
と
い
う
意
味
で

も
、
現
在
の
よ
う
に
、
た
だ
単
に
物
が
流
れ

て
い
く
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
店
頭
で
も

ま
ち
の
中
で
も
人
と
の
つ
な
が
り
が
物
流
の

中
に
も
生
き
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
経
済
の
復
興
は
８
割
を
終

え
た
と
か
、
ハ
ー
ド
面
の
復
興
は
終
え
た
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
欠
け

て
い
る
の
は
、
右
記
の
よ
う
な
心
の
中
の
復

興
や
マ
ナ
ー
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
三
宮

セ
ン
タ
ー
街
の
街
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に

な
っ
て
い
る
の
は
、
〃
安
心
〃
と
〃
清
潔
〃

で
す
。
派
手
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
必
要
で

す
が
、
店
頭
を
掃
除
す
る
と
か
、
彫
刻
を
立

て
た
り
、
花
壇
の
植
え
込
み
を
行
う
な
ど
、

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
気
を
配
っ
て
お
り
ま
す
。

２
０
０
５
年
、
い
よ
い
よ
神
戸
空
港
は
開
港

し
ま
す
が
、
神
戸
の
ま
ち
の
意
識
が
は
っ
き

り
出
た
空
港
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
の
ま
ま
で
は
、
他
所
の
家
の
〃
玄
関
”
を

通
っ
て
、
神
戸
へ
来
て
い
た
だ
い
て
る
よ
う

な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
我
々
の
生
活
の

中
で
も
、
玄
関
を
見
れ
ば
そ
の
家
の
気
風
や

家
風
が
分
か
る
よ
う
に
、
「
神
戸
に
足
を
一
歩

踏
み
込
ん
だ
ん
だ
」
と
、
「
こ
れ
が
神
戸
の
玄

関
な
ん
だ
」
と
実
感
で
き
る
空
港
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

シ
ョ
ン
は
、
エ
ト
ラ
ン
ゼ
（
外
同
人
）
の

方
々
に
よ
り
つ
く
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
つ
ま

り
大
量
生
産
で
は
な
く
、
質
に
こ
だ
わ
っ
た

少
量
生
産
と
い
う
神
戸
独
特
の
商
業
で
す
。

こ
の
よ
う
な
過
程
の
中
で
、
神
戸
の
方
の
鋭

｢神戸の玄関なんだと実感できる空港を」と稲原PR委員長
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震
災
と
不
況
に
見
舞
わ
れ
た
こ
の
厳
し
い

時
代
に
、
い
よ
い
よ
神
戸
空
港
の
埋
め
立
て

が
決
ま
り
、
先
行
き
が
明
る
く
な
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
９
月
中
旬
の
着
工
に
よ
り
、

徐
々
に
、
そ
の
実
感
が
沸
い
て
く
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
神
戸
の
街

づ
く
り
は
１
０
０
点
満
点
と
は
言
い
ま
せ
ん

控
Ｐ
空
港
は
本
垂
揃
の
窓
口
に
な
る

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
街
を

東
村
衛
（
株
式
会
社
神
戸
サ
ン
セ
ン
タ
‐
ブ
ラ
ザ
代
表
取
締
役
副
社
長
）

▲
空
港
の
あ
る
街
づ
く
り
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

一
一

一
一

課

Y麺

国Ｈ
千
一
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一
一
室
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等
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一
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が
、
神
戸
の
歴
史
を
踏
ま
え
、
神
戸
空
港
を

核
に
プ
ラ
ス
方
向
に
伸
ば
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

神
戸
空
港
が
完
成
す
れ
ば
、
街
に
活
気
が

出
る
だ
け
で
な
く
、
雇
用
を
は
じ
め
経
済
的

な
効
果
が
出
て
く
る
の
は
確
か
で
す
。
現
に
、

神
戸
に
空
港
を
つ
く
る
と
い
う
話
が
出
て
こ

ilillll
r

｢三宮～神戸空港はポートライナーで約16分で結ばれる」と東村副社長

．〔〔《《

な
け
れ
ば
、
医
療
産
業
都
市
の
構
想
は
出
て

こ
な
か
っ
た
は
ず
で
す
し
、
他
都
市
に
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
空
港
を
も
と
に
、
神

戸
が
よ
く
な
っ
て
い
く
こ
と
の
ひ
と
つ
の
証

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
関
西
国
際
空

港
へ
行
く
の
と
で
は
、
時
間
的
に
も
経
済
的

に
も
便
利
に
な
り
ま
す
。
も
し
新
幹
線
「
新
神

一
但
駅
が
な
か
っ
た
ら
「
新
大
阪
」
駅
ま
で
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
、
神
戸
空
港

は
１
５
０
万
人
が
住
む
ま
ち
に
不
可
欠
で
す
。

港
は
海
だ
け
を
指
す
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

神
戸
の
ま
ち
は
、
国
内
外
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な

人
々
の
往
来
が
あ
り
、
発
展
し
て
き
た
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
神
戸
の
ま
ち
に

人
々
が
〃
来
や
す
い
〃
街
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
き
た
か
ら
で
す
。
〃
来
や
す
い
〃
と
い
う

こ
と
は
〃
出
や
す
い
〃
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
か
ら
、
人
と
人
と
の
交
流
窓
口
と
な
っ

て
、
神
戸
人
の
気
質
は
つ
く
り
上
げ
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
空
の
時

代
を
迎
え
て
、
神
戸
空
港
の
果
た
す
役
割
は

計
り
知
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

神
戸
空
港
か
ら
三
宮
は
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー

で
直
結
さ
れ
、
所
要
時
間
も
約
照
分
程
度
で

す
。
飛
行
機
に
乗
っ
て
神
戸
へ
や
っ
て
来
る

皆
さ
ん
に
は
、
三
宮
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽

し
ん
で
帰
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
神
戸
の
中
心
で
あ
る
三
宮

セ
ン
タ
ー
街
や
三
宮
さ
ん
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ

』醒
一

ｂ
即
吻
郭

峰
〃
ホ
ス
ピ
タ
リ
ィ
テ
ィ
〃
を
存
分
に
発

揮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
に
道

を
案
内
し
て
あ
げ
た
り
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
の
あ
る
方
が
歩
き
や
す
い
と
感
じ
、
「
神
戸

の
人
は
親
切
だ
か
ら
、
ま
た
神
戸
に
来
た
い
」

と
思
え
る
よ
う
な
街
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
我
々
に
と
っ
て
も
神
戸
空
港
の
着
工
は
、

嬉
し
い
と
同
時
に
、
気
が
引
き
締
ま
る
思
い

が
い
た
し
ま
す
。

零鍵

一ｺ葱~b＆貢熱
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れ
な
い
効
果
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

神
戸
市
内
に
は
約
３
万
数
千
人
の
外
国
人
が
住

ん
で
お
ら
れ
ま
す
が
、
海
外
と
の
交
流
が
あ
り
、

洋
菓
子
な
ど
神
戸
独
自
の
産
業
が
育
ち
ま
し
た
。

神
戸
空
港
の
開
港
と
と
も
に
、
多
数
の
方
が
お
越

し
に
な
ら
れ
ま
す
。
見
る
、
買
う
、
集
う
、
の
三
つ

の
要
素
を
兼
ね
そ
ろ
え
た
商
店
街
を
全
市
を
あ
げ

て
つ
く
り
、
ど
の
よ
う
に
お
客
さ
ん
を
迎
え
る
か

を
提
案
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

返
還
１
０
０
年
を
迎
え
た
旧
居
留
地
、
酒
蔵
の

ま
ち
灘
・
東
灘
、
華
僑
の
方
の
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る

南
京
町
な
ど
、
神
戸
の
歴
史
や
ま
ち
を
Ｐ
Ｒ
す
る

と
同
時
に
、
ア
パ
レ
ル
、
ケ
ミ
カ
ル
、
洋
菓
子
、

酒
な
ど
を
購
入
で
き
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
施
設
を
開

設
し
、
神
戸
ブ
ラ
ン
ド
を
世
界
中
に
発
信
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

santIca

▲
空
港
の
あ
る
街
づ
く
り
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

さんちか名店会/神戸市中央区三富町１－１０－１恋０７ｓ(391)３９６５
●営業時間ﾉＡＭ１０:０，～PMB:００(飲食唐はPMgOOオーダーストップ）

、定休日/毎月第３水曜日

外
国
人
や
異
文
化
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、

世
界
に
開
か
れ
た
ま
ち
、
神
戸
は
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
現
在
で
も
、
兵
庫
県
内
に
は
約
８
万
人
、

神
戸
市
内
だ
け
で
も
４
万
人
近
く
の
在
日
外
国
人

が
暮
ら
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
回
、

空
港
の
埋
め
立
て
着
工
が
決
ま
り
、
神
戸
空
港
か

こ
の
不
況
を
克
服
す
る
た
め
の
起
爆
剤
と
し
て
、

神
戸
空
港
へ
よ
せ
る
期
待
は
、
並
々
な
ら
ぬ
も
の

が
あ
り
ま
す
。
今
回
、
〃
新
し
い
神
戸
〃
を
創
造

す
る
第
一
歩
と
し
て
、
神
戸
空
港
着
工
の
決
定
を

大
変
喜
ば
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
雇
用
の
増
大
、

地
場
産
業
の
活
性
化
、
観
光
・
集
客
な
ど
計
り
知

蕊
呉
信
就

（
南
京
町
商
店
街
振
興
組
合
理
事
長
）

神
戸
南
京
町
の
パ
ワ
ー
を
世
界
中
に
！

菖
谷
操

（
神
豆
晋
店
街
連
合
会
市
霧
理
事
）

神
戸
ブ
ラ
ン
ド
を
世
界
中
に
発
信

神
戸
空
港
が
完
全
復
興
の
担
い
手
に

一君

ら
世
界
中
へ
飛
び
立
つ
日
を
迎
え
る
こ
と
が
、
い

よ
い
よ
現
実
味
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
世
界
各
国
で
空
港
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が

お
こ
っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
中
国
や
雌
同
な
ど

成
長
の
著
し
い
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
増
大
す
る
航

空
需
要
に
対
応
す
べ
く
、
大
規
模
空
港
の
新
設
や

拡
張
計
画
が
目
白
押
し
で
す
。
五
世
紀
は
空
の
時

代
」
と
い
う
ポ
ー
ダ
レ
ス
の
波
が
世
界
に
押
し
寄

せ
て
い
ま
す
。

神
戸
は
別
年
以
降
、
観
光
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

都
市
を
全
面
的
に
打
ち
出
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
、
空
港
は
生
命
線
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。
南
京
町
で
も
名
物
と
な
っ
た
春
節
祭
は
、

本
場
中
国
に
も
負
け
な
い
パ
ワ
ー
が
あ
り
ま
す
。

神
戸
空
港
の
開
港
と
と
も
に
、
南
京
町
の
パ
ワ
ー

を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｆロ

而口ＮｅｗＨ函rRoYKobG神戸置言芦A貴年

ここから始まる

神戸ショッピングエントランスさんちか。
ショッピング唾グルメ侭そしてﾎｯﾄな暮らしの情報にあふれた街。
毎日を楽しく創造する街･さんちか。
135店の個性がやあなたの明日を新鮮にします。

神
戸
の
歴
史
は
、
神
戸
港
を
ベ
ー
ス
に
培
わ
れ

た
内
外
と
の
交
流
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市

内
産
業
の
中
で
約
３
割
の
事
業
所
が
観
光
関
連
と

い
う
の
が
現
状
で
す
。

神
戸
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
風
見
鶏
」
の
放
映
や
、
唖
年

の
ポ
ー
ト
ピ
ア
博
覧
会
以
降
、
観
光
・
コ
ン
ベ
ン

大
河
原
徳
三

（
社
団
法
人
神
戸
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
専
務
理
事
）

ｈ

，／7

1,1,i,↓

息

シ
ョ
ン
な
ど
を
中
心
に
、
全
国
か
ら
お
越
し
い
た

だ
け
る
集
都
市
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
意
味
で
、
神
戸
空
港
は
都
市
の
交
流
窓
口
と

し
て
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
都
市
装
置
と
い

え
ま
す
。

霞
災
復
興
は
、
改
め
て
観
光
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
を
中
心
に
都
市
づ
く
り
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
神
戸
空
港
の
完
成
に
よ
り
、
陸
・

海
・
空
の
一
体
と
な
っ
た
総
合
交
通
拠
点
が
形
成

さ
れ
、
様
々
な
人
々
が
神
戸
に
集
い
、
賑
わ
い
、

こ
れ
ま
で
の
神
戸
の
歴
史
が
示
す
よ
う
な
新
た
な

文
化
が
生
み
出
さ
れ
、
さ
ら
に
洗
練
さ
れ
た
〃
集

客
都
市
〃
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

新
世
紀
を
創
造
す
る
神
戸
空
港
が
、
神
戸
の
完

全
復
興
を
果
た
す
担
い
手
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

〃

Ｉ
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こ
と
で
、
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第
三
点
は
、
関
西
、
さ
ら
に
は
広
く
「
世
界

と
の
共
生
・
協
働
」
、
つ
ま
り
連
携
を
強
化
す

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
世
界
と
の
幅

広
い
交
流
を
果
た
し
、
世
界
中
か
ら
多
く
の

人
々
に
神
戸
を
訪
れ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に

は
神
戸
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
関
西
一

円
を
視
野
に
入
れ
た
「
関
西
広
域
連
携
」
の
取

り
組
み
の
中
で
、
関
西
全
体
と
し
て
の
機
能
を

有
機
的
に
結
び
付
け
、
ま
た
世
界
と
神
戸
、
関

西
と
神
戸
と
い
う
視
点
で
、
陸
・
海
・
空
の
モ

ノ
と
人
の
交
流
の
玄
関
口
と
し
て
の
神
戸
と
い

う
発
想
を
、
経
済
活
性
化
の
シ
ナ
リ
オ
の
中
に

積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
発

展
の
可
能
性
は
大
き
く
広
が
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
て
く
る
よ
う
な
風
土
を
創

り
、
育
て
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
今
の
日
本
の

高
コ
ス
ト
体
質
の
下
で
は
、
既
存
産
業
・
企
業

の
建
て
直
し
だ
け
で
な
く
、
「
新
産
業
創
造
」
１１

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
真
の
復
興
は
お
ぽ
っ
か
ｌ
《
Ｉ

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
神
戸
は
「
も
の
づ
・
Ｉ

神
戸
商
工
会
議
所

会
頭
就
任
に
あ
た
っ
て

大
庭
浩
〈
神
戸
商
工
会
議
所
会
頭

私
の
意
見

力到信そは
,すI念経企

今
、
神
戸
の
街
は
震
災
直
後
か
ら
の
混
乱
が

収
ま
り
、
交
通
、
港
湾
、
住
宅
等
の
イ
ン
フ
ラ

も
復
旧
す
る
な
ど
、
新
生
神
戸
の
街
づ
く
り
は

着
実
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
全
国
的

な
不
況
の
中
で
、
震
災
と
い
う
重
責
を
背
負
っ

た
神
戸
経
済
は
、
関
西
圏
の
中
で
も
厳
し
い
状

況
に
あ
る
の
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。
自
助
、
自

立
の
精
神
で
、
二
十
一
世
紀
の
神
戸
を
ど
の
よ

う
な
姿
に
し
て
い
く
か
、
シ
ナ
リ
オ
を
ど
う
描

い
て
い
く
か
、
こ
の
神
戸
に
新
し
い
魅
力
を
付

け
加
え
る
た
め
の
知
恵
と
工
夫
が
今
こ
そ
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
い
て
は
、
新
会
頭
と
し
て
の
所
信
の
一
端

を
申
し
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ま
ず
第
一
は
、

本
来
の
神
戸
の
姿
を
取
り
戻
す
た
め
、
地
元
産

業
・
企
業
の
活
性
化
に
注
力
す
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
現
下
の
経
済
環
境
は
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
好
・
不
況
の
波
は
十
年
サ
イ
ク
ル

で
巡
っ
て
く
る
と
考
え
て
お
り
、
震
災
か
ら
の

十
年
後
を
見
据
え
て
、
被
災
地
と
い
う
暗
い
イ

メ
ー
ジ
を
一
新
し
、
元
の
繁
栄
す
る
、
明
る
い

神
戸
の
街
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず

地
元
の
産
業
・
企
業
が
明
る
さ
を
取
り
戻
し
、

「
自
助
・
自
立
」
で
先
行
き
に
自
信
を
も
っ
て

事
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
仕
掛

け
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
二
点
は
、
本
格
復
興
を
果
た
す
た
め
に
は
、

神
戸
の
地
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
や
ニ
ュ
ー

９

く
り
」
に
優
れ
た
街
で
あ
り
ま
す
が
、
私

業
経
営
の
経
験
か
ら
「
も
の
づ
く
り
こ

済
・
社
会
発
展
の
原
動
力
で
あ
る
」
と
の

を
も
っ
て
お
り
、
神
戸
の
こ
の
特
徴
を
生

こ
と
で
、
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
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私
が
初
め
て
来
日
し
た
の
は
日
本
に
あ
る

外
国
企
業
に
就
職
し
た
た
め
で
し
た
が
、
そ

の
後
は
家
庭
の
主
婦
と
し
て
毎
日
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、
ド
イ
ツ
の
靴
の
技

術
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
知
人

足
の
悩
み
に
役
立
ち
た
い

花
隈
公
園
の
東
向
か
い
に
あ
る
健
康
靴
の
専
門
店
「
ア
リ
ス
」
が
今
年
で
創
業
拓
周
年
を
迎

え
た
。
日
本
に
は
じ
め
て
健
康
靴
を
紹
介
し
、
多
く
の
人
の
足
の
悩
み
を
和
ら
げ
て
き
た
創

業
者
の
ア
リ
ス
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ス
さ
ん
は
と
て
も
優
し
く
温
か
な
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
た
。

快
適
な
靴
で
健
康
な
暮
ら
し
を

ア
リ
ス
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ス
〈
株
式
会
社
ア
リ
ス
代
表
取
締
役
〉

型か

快
適
な
靴
が
健
康
へ
の
第
一
歩

温
度
が
良
好
な
状
態
に
保
た
れ
て
い
れ
ば
快

適
な
靴
と
い
え
ま
す
。
そ
の
鍵
を
握
る
の
は

ま
ず
素
材
で
す
。
ア
リ
ス
で
は
最
高
品
質
の

天
然
の
素
材
、
天
然
の
染
料
で
作
ら
れ
た
健

康
靴
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
榊
造

と
し
て
は
足
底
部
に
は
足
の
衝
撃
を
和
ら
げ

る
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と
、
足
に
と
っ
て

十
分
な
深
さ
と
幅
が
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

親
指
が
地
面
を
つ
か
ん
で
蹴
る
自
然
な
動
き

が
で
き
れ
ば
ゆ
び
足
の
筋
肉
も
十
分
に
Ⅲ
き
、

血
行
も
よ
く
な
り
か
ら
だ
全
体
の
健
康
に
つ

な
が
り
ま
す
。

ア
リ
ス
で
扱
っ
て
い
る
健
康
靴
は
、
整
形

外
科
学
に
基
づ
い
て
製
作
さ
れ
て
い
ま
す
か

ら
、
調
整
が
可
能
で
す
。
足
の
大
き
さ
、
長

さ
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
と
変
形
に
応
じ

た
調
整
を
整
形
外
科
靴
マ
イ
ス
タ
ー
が
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
店
い
た
だ
き
、
本
当
に
ぴ

っ
た
り
合
う
靴
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
歩

く
こ
と
が
こ
ん
な
に
快
適
だ
と
い
う
こ
と
を

実
感
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
月
に
一
度
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
日
を
設
け
て
、
整
形
外
科
専
門

医
、
義
肢
装
具
士
、
マ
イ
ス
タ
ー
た
ち
が
無

料
で
皆
さ
ま
の
足
の
悩
み
を
う
か
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
ち
ら
に
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。私
た
ち
の
モ
ッ
ト
ー
「
健
康
な
足
を
健
康

な
状
態
に
保
つ
こ
と
」
「
傷
ん
だ
足
を
い
た
わ

る
こ
と
」
を
守
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
皆

様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
健
康
靴
を
提
供
し

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
こ
の
十
五
年
間
仕
事
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
私

ど
も
を
評
価
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
さ
ま
と
、

私
を
心
か
ら
支
え
て
下
さ
っ
た
周
囲
の
方
々
の

お
蔭
で
す
。
ま
た
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
に
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。
一
九
九
五
年
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
を
契
機
に
息
子
が
入
社
し
、
卸
業
務
の
責

任
者
と
し
て
力
を
注
い
で
く
れ
て
い
ま
す
。

開
業
当
初
は
健
康
靴
の
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
雑
誌
や
テ
レ
ビ
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
し
て
い

た
だ
い
た
の
で
、
今
で
は
多
く
の
関
心
が
寄
せ

ら
れ
、
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

日
本
へ
初
め
て
ド
イ
ツ
の
整
形
外
科
靴
マ

イ
ス
タ
ー
（
Ｏ
Ｓ
Ｍ
）
を
招
い
た
の
も
私
た

ち
で
す
が
、
マ
ィ
ス
タ
ー
を
数
代
引
き
継
ぎ

な
が
ら
日
本
の
技
術
者
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

も
役
立
つ
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
今

も
マ
イ
ス
タ
ー
の
他
、
装
具
技
術
士
、
練
習

生
が
在
職
し
て
い
ま
す
が
、
今
秋
ド
イ
ツ
で

の
技
術
修
練
を
終
え
て
、
ゲ
ゼ
レ
（
整
形
外

科
靴
技
能
修
得
者
）
の
資
格
を
得
た
若
い
日

本
人
が
当
店
に
就
職
し
ま
す
。
日
本
人
の
マ

ィ
ス
タ
ー
が
生
ま
れ
る
さ
き
が
け
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
と
大
変
期
待
も
し
、
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

患‘-A

当
時
、
健
康
靴
の
輸
入
販
売
は
私
た
ち
が

初
め
て
手
が
け
、
業
界
で
欧
米
人
は
私
だ
け

で
し
た
。
だ
か
ら
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、

む
し
ろ
日
本
の
友
人
た
ち
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

や
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
助
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
仕
事
を
始
め
る
ま
で
は
い
ろ
い
ろ
と

考
え
て
悩
ん
だ
り
も
し
ま
し
た
が
、
一
度
決

心
し
た
か
ら
に
は
や
り
通
す
覚
悟
で
続
け
て

い
ま
す
。
人
生
に
困
難
は
つ
き
も
の
で
す
。

の
神
戸
大
学
の
整
形
外
科
医
に
足
と
靴
、
特

に
健
康
靴
を
選
ぶ
こ
と
で
相
談
を
受
け
ま
し

た
。
多
く
の
人
が
足
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
足
に
合
っ
て
い
な
い
靴
を
履

い
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
原
因
の
一
つ
だ
と

わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
が
役
に
立
つ
こ

と
は
な
い
か
と
考
え
、
ド
イ
ツ
に
行
き
健
康

靴
に
つ
い
て
デ
ー
タ
を
集
め
研
究
し
勉
強
し

ま
し
た
。
そ
し
て
日
本
に
戻
り
、
健
康
靴
を

扱
う
た
め
に
「
ア
リ
ス
」
を
開
業
し
ま
し
た
。

前
を
向
い
て
歩
み
続
け
る

靴
の
中
に
は
一
つ
の
気
候
が
あ
る
と
い
わ

れ
ま
す
。
靴
の
中
で
空
気
が
循
環
し
、
湿
度
、
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